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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
家
畜
伝
染
病
の
発
生
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

家
畜
伝
染

家
畜
の

患
畜
又
は
疑
似

発
生

発
　
生
　
場
　
所

発
　
生
　
年
　
月
　
日

病
の
種
類

種
類

患
畜
の
区
分

群
数

腐
蛆そ

病

み
つ
ば

患
畜

六

南
ア
ル
プ
ス
市
藤

平
成
十
九
年
九
月
二
十

ち

田

六
日

山
梨
県
告
示
第
三
百
五
十
号

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
腐
蛆そ

病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
み
つ
ば
ち
等
の
移
動
を
禁
止

す
る
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
区
域

南
ア
ル
プ
ス
市
鏡
中
條
（
中
河
原
、
新
地
、
八
幡
下
、
上
ノ
切
、
中
ノ
切
、
下
ノ
切
、
村
東
、
将

監
、
蔵
入
、
反
田
及
び
御
崎
の
区
域
に
限
る
。）、
寺
部
（
中
西
、
村
附
、
御
崎
、
南
ノ
前
及
び
宮

ノ
前
の
区
域
に
限
る
。）、
加
賀
美
（
京
免
、
北
河
原
、
土
橋
、
伊
勢
ノ
前
、
鶉
土
、
東
小
柳
、
西

小
柳
、
押
堀
、
山
宮
地
、
ゴ
リ
洗
、
吉
原
、
一
丁
田
、
鎮
守
、
舎
中
、
大
津
麦
、
八
丁
、
餠
田
、
牛

取
、
古
河
原
、
拾
弐
枚
、
黄
賞
、
蔵
ノ
西
、
六
串
、
沢
之
神
、
山
之
神
、
尻
上
、
山
伏
、
押
切
、
堰

下
、
長
塚
、
中
河
原
、
町
屋
、
流
間
、
塔
中
、
東
前
田
、
西
前
田
、
石
原
田
、
角
畑
、
垈
原
、
清
水
、

深
田
、
田
嶋
北
、
祖
木
、
八
反
、
扇
子
田
及
び
沢
添
の
区
域
に
限
る
。）、
藤
田
、
浅
原
、
田
島

（
北
河
原
及
び
居
村
の
区
域
に
限
る
。）、
西
南
湖
（
西
河
原
、
沖
田
、
上
河
原
、
天
神
及
び
内
乗
の

区
域
に
限
る
。）
及
び
東
南
湖
（
十
郎
木
及
び
村
北
の
区
域
に
限
る
。）
並
び
に
中
央
市
山
之
神

（
出
口
、
蒔
田
、
鍛
冶
新
居
、
鍛
冶
新
居
前
、
新
割
、
古
屋
敷
、
阿
原
境
、
居
村
、
上
茱
萸
、
下
茱

萸
、
立
川
及
び
流
通
団
地
の
区
域
に
限
る
。）、
布
施
（
冷
久
保
、
宿
西
、
神
田
、
清
水
前
、
小
河

原
、
町
屋
前
、
道
下
、
新
町
南
、
下
田
保
、
収
徳
、
蟹
沢
、
白
ノ
塚
、
古
寺
家
、
明
神
林
、
一
丁
田
、

山
之
神
前
、
小
井
川
及
び
村
前
の
区
域
に
限
る
。）、
臼
井
阿
原
、
西
花
輪
（
阿
原
前
、
村
北
、
古

宮
、
村
東
、
村
前
、
村
間
、
飛
石
、
西
河
原
及
び
新
田
の
区
域
に
限
る
。）、
東
花
輪
（
上
西
河
原
、

下
西
河
原
及
び
清
川
の
区
域
に
限
る
。）、
藤
巻
（
池
内
及
び
西
河
原
の
区
域
に
限
る
。）、
今
福

（
彦
藤
、
中
河
原
及
び
上
河
原
の
区
域
に
限
る
。）
今
福
藤
田
（
川
東
の
区
域
に
限
る
。）
並
び
に
中

巨
摩
郡
昭
和
町
河
西
（
大
林
の
区
域
に
限
る
。）
の
区
域

二
　
指
定
家
畜
の
種
類

指
定
区
域
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
み
つ
ば
ち

三
　
指
定
の
概
要

指
定
期
間
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
当
分
の
間

四
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

指
定
家
畜
及
び
腐
蛆そ

病
の
病
原
体
を
広
げ
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
品
は
、
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
長

の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
指
定
区
域
内
で
の
移
動
又
は
当
該
区
域
外
へ
の
移
動
を
し
て
は
な
ら
な

い
。

公
　
　
　
告

'

峡
西
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を

変
更
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
七
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
四
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

六
九
九

山
梨
県
公
報
平
成
十
九
年十

月
四
日

第
千
七
百
九
十
七
号

木　曜　日

、
、

、
、

、
、



次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更
案
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
当
該
都
市
計
画

の
変
更
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
九
年
十
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
都
市
計
画
の
種
類

峡
西
都
市
計
画
下
水
道

（
釜
無
川
流
域
下
水
道
）

二
　
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

縦
覧
に
供
す
る
図
書
に
明
示
す
る
部
分

三
　
縦
覧
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
土
木
部
都
市
計
画
課

甲
府
市
貢
川
二
丁
目
一
番
八
号
　
中
北
建
設
事
務
所
都
市
整
備
課

南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
三
百
七
十
六
番
地
　
南
ア
ル
プ
ス
市
建
設
部
都
市
整
備
課

四
　
縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
十
月
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で

公
安
委
員
会

'

平
成
十
九
年
度
機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
の
実
施
に
つ
い
て

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
機
械
警

備
業
務
管
理
者
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。）
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
四
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

一
　
実
施
日
時
及
び
実
施
場
所

１
　
実
施
日
時

平
成
十
九
年
十
一
月
八
日
（
木
）
か
ら
同
月
十
三
日
（
火
）
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除

く
。）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
十
三
日
は
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
と
す

る
。

２
　
実
施
場
所

甲
府
市
宝
一
丁
目
二
一
番
二
〇
号
　
山
梨
県
農
業
共
済
会
館
二
階
研
修
室

二
　
受
講
定
員

十
人

三
　
受
講
手
続

１
　
事
前
申
込
手
続

（一）

事
前
申
込
み
の
方
法

受
講
を
希
望
す
る
者
は
、
山
梨
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
（
受
付
専
用
電

話
〇
五
五
│
二
二
七
│
七
八
三
〇
）
あ
て
に
事
前
に
申
込
み
を
行
い
、
受
理
番
号
を
取
得
す
る

こ
と
（
電
話
一
本
に
つ
き
一
人
の
受
付
と
し
、
受
付
専
用
電
話
以
外
で
の
受
付
は
行
わ
な
い
。）。

（二）

事
前
申
込
受
付
期
間

平
成
十
九
年
十
月
十
五
日
（
月
）
及
び
同
月
十
六
日
（
火
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
　

で
な
お
、
先
着
順
に
受
け
付
け
、
事
前
申
込
受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
申
込
人
員
が
定
員
に
　

達
し
た
場
合
は
、
受
付
を
締
め
切
る
。

２
　
受
講
申
込
手
続

１
の
事
前
申
込
手
続
を
行
い
、
受
理
番
号
を
取
得
し
た
者
は
、
次
に
よ
り
受
講
の
申
込
み
を
行

う
こ
と
。

（一）

受
講
申
込
受
付
期
間

平
成
十
九
年
十
月
十
七
日
（
水
）
か
ら
同
月
十
九
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で

（二）

提
出
書
類

ア
　
機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
受
講
申
込
書
　
一
通

イ
　
写
真
（
申
込
前
六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
、
上
三
分
身
、
無
帽
、
無
背
景
の
縦
の
長
　

さ
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面

に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

一
枚

ウ
　
代
理
人
が
受
講
申
込
書
を
提
出
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状

（三）

受
講
手
数
料

受
講
申
込
書
提
出
時
に
三
万
八
千
円
を
山
梨
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
申
込
み
を
取
り
消
し
、
又
は
受
講
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
還
付
し

な
い
。

（四）

受
講
申
込
書
等
の
提
出
先

（二）
に
掲
げ
る
書
類
を
申
込
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
（
他
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
甲
府
警
察
署
）
に
提
出
し
、
受
理
番
号
を
申
告
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
受
け
付
け
な
い
。

四
　
講
習
の
委
託

講
習
は
、
社
団
法
人
山
梨
県
警
備
業
協
会
（
所
在
地
　
甲
府
市
宝
一
丁
目
二
一
番
二
〇
号
）
に
委

託
し
て
行
う
。

五
　
修
了
証
明
書
の
交
付

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
七
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
四
日

七
〇
〇



講
習
最
終
日
に
筆
記
の
方
法
に
よ
り
修
了
考
査
を
行
い
、
合
格
者
に
は
、
機
械
警
備
業
務
管
理
者
　

講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
す
る
。

六
　
そ
の
他

１
　
講
習
初
日
は
、
午
前
八
時
か
ら
午
前
八
時
二
十
分
ま
で
に
受
付
を
済
ま
せ
る
こ
と
。

２
　
受
講
者
は
受
講
に
当
た
り
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

３
　
講
習
に
つ
い
て
の
質
疑
は
、
山
梨
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
（
電
話
〇
五
五

│
二
三
五
│
二
一
二
一
内
線
三
〇
二
二
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
七
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
四
日

七
〇
一



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
七
百
九
十
七
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
四
日

七
〇
二


